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 この報告書は、2014 年度（2014 年 4 月 1 日から 2015 年 3月 31 日まで）の環境活動実績に基づ

き作成したものですが、一部同期前後の取り組みも含んでいます。 

  また、2012 年度、2013 年度の実績値につきましては、旧事業会社（高岳製作所、東光電気）

の合算値を用いています。 
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－理 念－ 

私たち東光高岳グループは、豊かな地球環境を未来の世代に引き継ぐ

ために、企業活動を通して環境負荷の継続的低減に努めます。 

 

－方 針－ 

■低炭素社会の構築 
企業活動を通して発生する温室効果ガスの発生を抑制するととも

に、省エネルギーに寄与する製品を社会に提供する。 

 

■循環型社会の構築 

生産活動における廃棄物の減量化とリサイクルに努めるとともに、

リサイクル性の高い製品を社会に提供する。 

 

■環境保全の推進 

   地球環境や人の健康に害を与える環境負荷物質の低減に努める。 

 

１．環境理念・環境方針 

 東光高岳グループは、2014 年 10 月 15 日に環境理念・環境方針を定め、環境保全活動

に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．環境目的・目標 

 環境理念・環境方針に基づき環境目的・目標を策定し、環境保全活動を推進しています。 

 

環境目的 環境目標 

温室効果ガス排出量の削減 

・ＣＯ2 排出量の抑制に向け、企業

活動全般での省エネを促進する。 

・地球温暖化係数の高い SF6 排出量

を抑制する。 

・2020 年度のエネルギー生産高原単位（kL/百万

円）を、2012 年度比 7.73％以上削減する。 

 

・SF6 ガス大気排出量を購入量の 3％未満とする。 

産業廃棄物の削減 

・リサイクルを推進し、最終処分廃

棄物量を抑制する。 

・廃棄物のリサイクル率を 95％以上とする。 

環境負荷物質の低減 

・製造段階で使用する揮発性有機化

合物の排出量を抑制する。 

・環境負荷物質を含む生産・試験設

備を全廃する。 

・2020 年度までに洗浄用ジクロロメタンの使用を

全廃する。 

・2025 年度までに PCB 電気設備（微量 PCB を含む）

の使用を全廃する。 
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３．会社の概要 

（１） 会社概要 

商 号 ： 株式会社 東光高岳 

本 社 所 在 地 ： 〒135-0061 

  東京都江東区豊洲五丁目６番３６号 SIA 豊洲プライムスクエア８階 

設 立 ： 2012 年 10 月 1日 

主 な 拠 点 ： 本社（東京都江東区）、小山（栃木県小山市）、蓮田（埼玉県蓮田市）、

浜松（静岡県浜松市）、名古屋（愛知県あま市） 

資 本 金 ： ８０億円 

 

（２）事業概要 

主 な 事 業 ： 電力機器の製造販売及び据付工事 

各種計器の製造販売 

エネルギーソリューションの提案・製造販売 

情報・光応用検査機器の製造販売 

 

（３）事業別連結売上高 

  

 

（４）沿革 

 

年月 概要 

1918年  3月 株式会社高岳製作所創立 

1928年  9月 東京電燈株式会社より独立して東電電球株式会社設立 

1939年  4月 東電電球株式会社を東光電気株式会社に商号変更 

2012年 10月 株式会社東光高岳ホールディングス設立 

2014年  4月 完全統合により株式会社東光高岳誕生 
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（５）社会インフラへの貢献 

電力の安定供給を支える設備・機器、新事業分野に対応した製品を届けています。 
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４．取り組み体制 

４．１ 環境管理体制 

 当社の環境管理体制は「環境管理委員会」により重点推進課題の審議や方向付けを行って

います。 

 工場所在地である小山地区、蓮田地区、浜松地区、名古屋地区はもとより本社および東北

支社、関西支社、九州支社においても、環境推進事務局を設置し環境保全活動を推進してい

ます。また、各地区内に所在するグループ各社についても、当社と一体となり環境保全活動

を推進しています。 

 

■東光高岳の環境管理体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．２ 環境マネジメントシステム 

 環境保全を的確に推進していくため、環境負荷の大きい各生産拠点を中心に、国際環境規

格である ISO14001 に基づく環境マネジメントシステムを導入しています。 

   

■ISO14001 認証取得状況 

拠点名称 拠点内の主な組織 取得年月 

小山地区 小山事業所 1999 年 12 月 

蓮田地区 蓮田事業所、東光東芝メーターシステムズ㈱ 2000 年 7月 

浜松地区 光応用検査機器事業本部 2010 年 3月 

名古屋地区 中部支社、タカオカ化成工業㈱、㈱ミントウェーブ 1999 年 4月 

 

４．３ 内部環境監査 

 各拠点では専門的な教育を行い、内部環境監査員を養成しています。資格認定を受けた内

部環境監査員による内部環境監査を１回／年 実施しており、指摘事項については原因を分析

し、是正処置または予防処置を実施しています。 

 

社長

全社事務局（総務部）

小山地区 蓮田地区 浜松地区 名古屋地区 本社

東北支社

関西支社

九州支社
各環境管理責任者

環境推進事

務局

各拠点における

各部門
各工場における各部門

各環境推進事務局

環境担当役員

環境管理委員会
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５．環境保全活動の概要 

５．１ 地球温暖化対策 

 近年問題となっている地球温暖化への対策として、電力、燃料などのエネルギー消費に由来す

るＣＯ2 の削減に取り組んでいます。また、地球温暖化ガスであるＳＦ6（六フッ化硫黄）ガスの

排出抑制に取り組んでいます。 

 

５．１．１ ＣＯ2排出量削減 

 地球温暖化の原因とされているＣＯ2を削減するために、エネルギー生産高原単位の削減目

標を立て、自動環境制御システムの導入や太陽光発電をはじめとした自然エネルギーの活用

を図るなど省エネルギー活動に取り組んでいます。 

 2014年度の実績は、生産高の増加に伴い、基準年である2012年度比で92％となりました。 

100.0

112.6

92.0

92.0

80

85

90

95

100

105

110

115

120

2012 2013 2014 2015 2016 年度

目標：92％以下

     (2020年度)

エネルギー生産高原単位(%)：
（エネルギー使用量(原油換算kL)／生産高(百万円)）の2012年度比
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（１）節電・省エネ自動環境制御システムの導入 

先進的なアルゴリズムを搭載した人検知センサにより、人の状態「滞在（静止・動作）

/不在/通り抜け」に合わせ照明を最適に制御するシステム【T-ZoneSaver】（大成建設株式

会社様との共同開発）を、本社に導入しました。 

 

 

＜本社に導入した T-ZoneSaver＞ 

 

 

（２）自然エネルギーの活用 

小山地区では 1500kW の太陽光発電所をはじめとする太陽光発電施設や風力発電機を

設置し、自然エネルギーの有効活用に取り組んでいます。また、工場建屋では、自然採光

を最大限活用することで、省エネルギーやピークカットに繋げています。 

 

  

   ＜1500kW太陽光発電所＞                ＜工場の自然採光＞ 
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（３）エネルギー管理システム（EMS）の導入 

各地区に電力使用量の可視化を図るとともに、自動的に電気使用量を制御するシステム

を導入することで、効率的なエネルギー管理を推進しています。 

 

 

＜電力使用量の可視化画面＞ 

 

（４）低公害車の導入 

 社有車、営業車として電気自動車やハイブリッド車を導入し、ＣＯ2 排出量削減や大気

汚染防止に取り組んでいます。2014年度には小山地区にプラグインハイブリッド車 1台、

浜松地区にハイブリッド車 2台を導入しました。 

 

 

＜浜松地区に導入したハイブリッド車＞ 
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５．１．２ ＳＦ6ガス排出抑制 

 ガス絶縁機器に使用されるＳＦ6（六フッ化硫黄）ガスは、優れた絶縁特性を持つことから

開閉装置やガス絶縁変圧器等に広く用いられています。しかし、地球温暖化係数が二酸化炭

素の 23,900倍程あるＧＨＧ（地球温暖化ガス）でもあるため、しっかりとした管理が必要で

す。京都会議（ＣＯＰ３）を契機として、機器製造、据え付け、点検等における大気への放

出を削減するために、ガス回収装置の増強を行い、管理体制を整えています。 

 2014年度は、特殊製品の製造にともない排出量が増加したため目標を超過しましたが、試

験方法の見直しをするなどにより検査工程での使用を削減しました。今後は、設計変更をは

じめとして、製造工程・検査工程での改善活動を推進し、大気排出率が３％未満となるよう、

引き続きＳＦ6ガス排出率の抑制に努めていきます。 

ＳＦ６ガス排出率(%)：排出量／取扱量
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５．２ 廃棄物の削減・再資源化 

社員に対する環境教育等を通じ、ごみを出さない意識の向上を図っています。また、分別

収集の徹底を図ることで最終処分量の削減やリサイクル率の向上に取り組んでいます。 

また、事務所においては両面コピーや縮小コピーを活用し、コピー用紙の削減に努めてい

ます。 

 

     ＜一般廃棄物ゴミ箱＞            ＜コピー用紙回収箱＞ 

 

 また、調達物などから発生する廃プラスチックは、梱包材として再使用したり、破砕・

圧縮処理後に燃料として再利用したりすることで、ほぼ 100％の再資源化を達成していま

す。 

 産業廃棄物の削減・リサイクル活動を積極的に進めた結果、2014 年度の実績でリサイク

ル率 95％以上を達成することができました。 

 

 

廃棄物リサイクル率(%)：リサイクル量／総排出量
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５．３ 環境負荷物質 

（１）化学物質排出量・移動量管理 

 「環境影響物質のあらゆる媒体（大気、水域、土壌）を経由して排出される量および廃

棄物としての廃棄物処理業者に移動される量を調査し、報告する」というＰＲＴＲ

(Pollutant Release and Transfer Register：化学物質排出量・移動量登録)制度が、国

際的に運用されつつあります。 

 当社は化学物質の自主管理を進めており、取扱量の多い物質（各拠点ごとに１ｔ以上）

は以下のとおりです。 

 

■2014 年度ＰＲＴＲ届出物質 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）塩素系有機溶剤の削減 

 環境や人体に悪影響を及ぼすジクロロメタンの取扱量削減を進めています。特に、設備

の洗浄用に使用しているジクロロメタンについては、代替品の洗浄能力を検証し、若干洗

浄能力は劣るものの、用途に応じ２種類への代替品に切り替えを進めるなど、2020年度の

使用全廃に向けて取り組んでいます。 

 

ジクロロメタン使用量(t)
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     (2020年度)

   

物質名 取扱量(t) 主な用途 

キシレン 16.0 塗料、接着剤 

トルエン 7.5 塗料、接着剤 

エチルベンゼン 8.9 塗料 

ジクロロメタン 5.8 洗浄、剥離 
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５．４ その他 

（１）環境法規等の遵守 

 コンプライアンスの観点から、環境関連法規を含む諸法令や自主管理基準の遵守に努め

ています。特にＩＳＯ１４００１を取得している地区では、環境マネジメントシステムに

則った遵守管理を行っています。 

（２）環境教育の実施 

 社員に対し環境教育を行い、環境保全意識の向上を図っています。また、環境にかかわ

る重要な作業にあたる人員を対象に専門教育を行い、必要な知識の取得や力量の確保を行

っています。 

  

＜専門教育＞ 

（３）地域活動 

 住みよい街づくりや地域との融和に向けて、工場周辺をはじめとする地域の清掃活動を

行っています。 

   

    

＜地区における清掃活動＞ 
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６．環境に配慮した製品 

（１）電気自動車用急速充電器 

 ＣＯ２排出量削減に大きく貢献できる電気自動車の普及には、いつでも、短時間で充電

できる急速充電器が欠かせません。当社が長年培ってきたパワーエレクトロニクス技術を

結集し、急速充電器の分野で電気自動車の早期普及に努めて行きます。 

 

＜電気自動車用急速充電器＞ 

 

（２）高効率変圧器 

 2003 年の省エネ法改正により特定機器に指定された高圧受配電用変圧器について、エネ

ルギー消費効率の基準値をクリアしたトップランナー変圧器への全面切り替えを実施し

ました。また、2014 年度のトップランナー基準見直しに対応した第二次トップランナー基

準製品の提供も開始しました。 

 当社トップランナー変圧器は大幅なランニングコストの低減およびＣＯ2排出量の削減、

騒音の低減など地球環境にやさしい変圧器となっています。 

  

＜トップランナー変圧器 2014＞ 
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（３）エネルギー管理システム 

 当社が有する計装、制御技術を応用した各種エネルギー管理システムを提供しています。

また、買電、ソーラー発電、蓄電池を高度に連携させるスマートコントローラにより、「見

える化」だけでなく自然エネルギーの有効活用や近年重要視されているピークカット等の

ニーズにもお応えしています。 

 

＜エネルギー管理システムのイメージ＞ 

 

（４）水処理設備 監視制御システム 

 中小規模から大規模設備まで、上下水の水質浄化を行う設備の監視制御システムを提供

しています。 

 

＜水処理監視制御システム＞ 

 


